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概要 近年では日常生活の場面での情報通信の役割は増大し、遠隔地間におけるコミュニ
ケーションをリアルタイムかつ対面コミュニケーションとの差異のない環境を提供する
技術開発が次々に進行されてきた。画像や音声に加え、触覚や味、におい、その他深部感
覚や平衡感覚に関してもコミュニケーション相手との間で交換・共有することが当然と予
測される。本論文では、癒しをテーマとし、におい・かおりの中でも特に「癒されるかお
り」をどう活用できるか、またその有意性を探るために予備実験も行う。まず、人とかお
りが古来よりどう慣れ親しんできたか、またそもそもかおりやにおいを感じ取る人間の感
覚機構や嗅覚の仕組みについて紹介し、特に最近のにおいの研究成果についても詳しく述
べ、環境も含めた癒されるかおりの条件を考察してゆく。次に、かおりに関する名詞や形
容詞といった言葉や、味覚、色との関係について触れ、それらをふまえて予備実験を行い
SD法といった感性工学からのアプローチをもって結果抽出し、そこから課題を検討する。
最後に、それらを総括し、今後の実用的なかおり通信への問題点を洗い出し、今後期待し
うる分野での具体的活用法についてまとめてみる。 
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1 はじめに 
われわれは日常生活において、視覚、聴覚、嗅
覚、味覚、触覚のいわゆる五感を通じ情報を獲得
し、周りの環境や物体の存在などを認識している。
ところがこれまで情報通信技術においては、視覚
と聴覚に訴える情報開発が主流であった。しかし、
嗅覚器官で認識される情報は他の感覚と異なり、
情報や記憶を支配する大脳辺縁系へと直接伝送さ
れるため、ストレートな影響を人間に与えること
ができる。そのため、抽象的・感覚的な情報が伝
えやすいと思われる。さらにアロマテラピーの分
野で発達してきたように、リラクゼーションやリ
フレッシュなどの心理効果を持つかおりもある。
本研究では、特に人が癒されるかおり・においに
着眼し、嗅覚情報伝達によるコミュニケーション
を充実させその発展性を試みるものである。 
かおりのコミュニケーションを考える前に、コ
ミュニケーションの区別については、“におい・
香りの情報通信”[1]に詳しいので、以下に引用
する。『コミュニケーションの対象は、個人内、
対人、集団に大別できる。この考え方を香りのコ
ミュニケーションに適用して、自分のために香り
を用いる場合を「香りの個人内コミュニケーショ
ン」、別の個人を対象として香りを用いる場合を
「香りの対人コミュニケーション」、特定あるい
は不特定の集団を対象として香りを用いる場合
を「香りの集団コミュニケーション」と定義す
る。』 
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本研究においては癒し効果、即ち心の安らぎを
得るための効果をはかるため、「かおりの個人内
コミュニケーション」に焦点をあて、また、他人
を意識した上で自分の伝えたい意思を伝達する
「かおりの対人コミュニケーション」への展開を
考えてみる。 
かおりはコミュニケーションの中では言語の代
わりに、またはそれを補完する役割を担っている。
顔の表情や容貌といった身体的なものや、化粧や
服装などの視覚的に捉えられるもの、あるいは対
人距離や対人との接触（握手や抱擁）といった対
人距離などといったものも同様で、これらは相手
に情動を伝えるうえでの一手段と考えられる。言
葉は人特有のものであるが、かおりやにおいも言
葉として人が理解することも確かであり、味覚や
味もかおりやにおいだけでなく、色でも感覚的に
理解されるのも確かであるので、それらの関係を
追いかけることも重要と思われる。 
五感をコンピュータで扱う研究は従来から試み
られてきたが、近年、においに関して新しい知見
が得られたこと、またにおいの発生器などが比較
的容易に入手できることから新しい研究の段階に
入ってきたと思われる。コンピュータはマルチメ
ディア時代に入り音や映像が扱えることから目や
耳や口には対応できたが鼻や味覚を司る舌とは少
し縁遠い存在であった。触感の部分はセンサがこ
れからインターフェースになるものと思われるが、
においに関してはその本質が最近解明されてきた
と思われる局面にようやくなってきた。 
においにもゴミ問題で代表される悪臭もあるが、
本研究ではアロマテラピーのような癒し効果を持
つにおいについて考えてみたい。そのため「にお
い」ではなく「かおり」の言葉を使うことにして
いる。癒されるという点からかおりをとらえてみ
ると、古くは香木が、近年ではアロマテラピーが
あり、また癒されるのは何もかおりだけではない。 
本研究ではまず２章でにおいとかおりについて、
特に最近の研究結果を紹介し、また癒しについて
も論じる。次に３章ではにおいを表す言葉や他の
感覚との類似性について述べる。４章では癒され
るかおりについての予備実験について述べ、本実
験にむけての検討課題を考察することとする。 
2 においとかおりについて[1、
2] 
2.1 日本におけるかおりとその文化 
 世の中には純粋に自然成分とされるアロマテ
ラピーやお香、人口的に生成される食品香料や消
臭剤などを含め、かおりに関するものが溢れてい
る。人は古来よりかおりに慣れ親しんでおり、古
代エジプトではＢＣ３０００年頃に神への供物と
して香木や花を焚きミイラを作るために香料を使
用した。アジアにおいても、「かおり」は、医学や
宗教行事に用いられてきた。 
日本では６世紀頃に香木が伝わり、同様に宗教
行事に用いられていた。平安時代には衣類に香を
焚きしめたりかおりを遊びとして楽しむようにな
り、その後室町時代には精神修養の一つでもある
香道として発展してゆく。今でも年中行事のなか
でかおりやにおいを使った季節行事が残っており、
正月に飲むお屠蘇や、節分にショウブやシャガを
軒下にぶら下げて邪気を払うこと、９月９日の重
陽の節句にはキクが用いられることなどはその名
残である。 
かおりと日本文化について詳しく述べると、わ
が国では「日本書記」の推古天皇三年（５９６年）
四月の条に、「沈水、淡路島に漂着れり。其の大き
さ一圍。島人、沈水といふことを知らずして、薪
に交えて竈に焼く。其の煙気、遠くを薫る。即ち
異なりとして献る」と記されている。淡路島に沈
香という香木が漂着し、それと知らず薪にしたと
ころ、良きかおりがしたことから朝廷に奉られた
というのが初見である。この沈香をはじめとする
香のかおりが日本と海外とを結ぶ最初の「かおり
の文化交流」であったようである。 
お香は、６世紀のはじめには一部の渡来人によ
って信仰されていたと考えられる仏教伝来ととも
に請来されたと考えられ、法会においてのみ焚き
供えられることが許されるといった仏事の象徴で
もあった。お香を焚くことにより法会の場やそこ
にいる諸衆を浄め、良き香は諸仏菩薩に供えたと
いわれる。かおりと宗教儀礼との結びつきは仏教
に限ったことではなく、かおりの持つ清浄作用は、
絶対者である神や仏に畏敬の念を抱かせ罪の払拭
に利用されていった。当初は仏に供えるための「供
え物」であったものが、その芳香から仏事を離れ
いろいろな儀式における薫物、あるいは自らの身
だしなみの一つとしての要素も伝来され、それぞ
れ独自の発展を遂げてきたと考えられる。遣唐使
の廃止によって、平安中期にはわが国独自の仮名
文化や大和絵、寝殿造といった優雅な貴族文化が
生まれ、貴族たちはお香の調合にも講じたようだ。
それは、いかに自分を主張できる香をもつかとい
うことが、おのれの人生をも決してしまうほどの
影響力があったからだと考えられている。また、
それを物語るかのように、当時女流文学で名を馳
せた紫式部の「源氏物語」では、祖先の霊を祭る
ために焚く「供え香
そなえこう
」や、香木を主とし複数の樹
木・果実の粉末を蜜で固め練り合わせた練香とよ
ばれる、貴人の居所や招客の席に焚き置く「空
そら
薫物
たきもの
」といったかたちのお香を用いた描写や、かおり
を「匂い」「薫り」と使い分け見事に登場人物の性
格を反映するといったように、情景や心情をより
奥深い世界へ誘っている。このように、日本では
古くより生活や儀式に定着しただけでなく、かお
りによって行動を決定づけられるまでの独自文化
を有してきた。 
 
2.2 においの認識機構 
 そもそも人はどのようにかおりやにおいを感
じているのだろうか。 
まず動物の感覚系については“におい・香りの
情報通信”[1]に詳しいので、以下に引用する。『も
ともと動物の感覚系には、長い進化の歴史過程で
それぞれの動物が獲得してきた生き延びるための
戦略によって、その動物に独自の特異な感覚を有
している。例えば、種々の色を識別できるある種
の鳥や魚にとっては、自分自身の体も種々のあで
やかな色彩や模様で色彩られており、その見事な
色彩の body で異性を魅惑したり、あるいは周囲の
環境と見分けがつかないような擬似色で敵を欺い
たりしている。また視覚機能が特異に発達したイ
ルカでは、我々が聞くことができない超音波を聞
いたり発したりすることができ、海の中の離れた
場所にいる仲間と超音波でコミュニケーションし
ていると言われている。 
さらに感覚系の中で、嗅覚が特異に発達してい
る犬は微弱な体臭のにおいで個々のヒトを見分け
ることができ、カイコ蛾の例では極めて微量な種
特異的なフェロモン（ボンビコールというフェロ
モンのみに惹かれる）に反応し、においや香りが
その動物の生存に重要な役割を果たしている。』 
以上のとおりであるが、そのほか、マウスが互
いの鼻を擦り合わせたりすることも求愛のサイン
といわれており、動物たちにとっては生き延び続
ける過程でこういった感覚系が保持されてきた、
と考えられる。 
 それでは人はどのような特異感覚をもっている
のだろう。人間は霊長類に属しており、視聴覚系
の動物であると考えられている。つまり五感の中
で視覚や聴覚が最も良く発達しているので、視聴
覚が優位な動物である、あるいは嗅覚や味覚のよ
うな感覚は劣っているかあるいは退化していると
いわれてきたのである。 
 しかし最近の脳科学に関する研究はこれまで以
上に発展し、先の謎を一掃する段階にある。同著
書にてさらに以下を引用する。『嗅覚も感覚系の一
種だが、その感覚中枢が人の大脳内のどの部位に
存在しているかが、実はこれまでの大問題であっ
た。嗅覚や味覚の中枢部位は他の感覚系とは異な
り、新皮質ではなく旧皮質の部位ではないかと考
えられてきたが、これも修正されなければならな
い必要が出てきた。本来旧皮質にあった嗅覚や味
覚の中枢部が、ヒトの脳では新皮質の発達に押さ
れて奥に押し込まれて退化してきた、というのが
従来の見方であったと思われる。しかしながら、
最近、一概にそうとは言えないのではないかとい
う新たないくつかの証拠が出てきたのである。（一
部省略）実際、大脳新皮質の発達とともに、ヒト
の五感の機能の総てが他の動物には見られない特
異な発達を遂げてきたのではないか、と考えられ
る。』 
 嗅覚や味覚と異なり、五感のなかの視覚、聴覚、
触覚はいずれも物理量を受け取る感覚であり、そ
の量を測る「ものさし」があり、それは客観的に
評価可能であるため、既に人間の感覚に該当する
センサ機能の開発はされ実用化されている。しか
し、嗅覚や味覚はあくまでも化学物質を通して反
応する感覚であり、主観的であり、前述のような
ものさしもまだまだ曖昧である。よって嗅覚や味
覚といった感覚は、従来科学的に取り扱われてこ
なかった。それが昨今の目覚しい研究成果によっ
て、人間の内的な情報処理の一面を表す「感性科
学」として捉えられ、人間特異な感覚器の解明が
進みつつあるというわけである。 
その一番の立役者である世紀の大発見も含め、
人がにおいをどのように嗅ぎ、また嗅ぎ分けてい
るのであろうか、といった謎を次章で紹介する。 
 
.３ においの受容機構とこれまでの仮説 
人間がどのようににおいに反応しているのか、
何十万という種類の異なるにおいの分子をどのよ
うな原理でにおいの受容器に捕らえるのか、とい
ったことついては、永い間未解明であった。実に
さまざまなにおいの受容仮説が存在し議論されて
きた。その中でも有名なものとして、アモールが
提唱した「においの立体化学説」やライトが提唱
した「におい振動説」およびデイヴィスとテイラ
ーらが提唱した「吸着穿孔説」等々がある。 
それぞれの説については“匂いの応用工学”［4］
に詳しいので以下引用する。 
『アモールの｢立体化学説｣では、におい物質の
分子の外形とにおいの種類とが関連すると唱えら
れている。モデルでは７つの匂いが原臭と考えら
れ、刺激臭と腐敗臭を除く５臭（エーテル臭、し
ょう脳臭、麝香臭、花香、はっか臭）については、
５種類の嗅細胞の末端部表面上に、５種類のそれ
ぞれ異なる孔（サイト）が存在すると仮定した。』
これらのサイトにうまく適合する分子のみがその
種類の感覚を引き起こすという、いわゆる「鍵と
鍵穴」の関係を考えている。また刺激臭と腐乱臭
に関しては、『分子そのものの形でなく分子のもつ
電荷に依存し、受容部はその分子の電荷と反対の
電荷をもっていると仮定した。したがって刺激臭
は負の電荷の受容部に、腐乱臭は正の電荷をもつ
受容部に吸着され、各々のにおい感覚を生じると
考えた。』としている。 
これは事実に基づく良きモデルであるが、これ
に適合しないにおい物質も多くあり、アモールは
後もこれらとは別の数種の原臭候補をあげている。 
 次にライトの「におい振動説」について同著書
より引用する。『ライトはもともとダイソンの「振
動説（分子の振動によってにおいが生じると提唱、
におい分子の内部振動数を測定するのにラマンス
ペクトルを用いる）」を引き継いで発展させ、にお
い物質の内部振動が嗅覚細胞ににおいの興奮をも
たらすという原理を量子力学的に考察した。』彼は
『エネルギー授受の計算から、においの分子振動
のうち通常“オスミック振動数”と呼ばれる７０
０カイザ以下の低い振動数がにおいにとっては重
要』と述べており、これを裏付けるように、ニト
ロベンゼンのにおいを形成する１６の物質につい
てラマンスペクトルを測定し、１６人の観測者に
よるにおいの判定を行い、有意な統計を得ている。 
 これらの仮説は、その時代背景と科学の進展度
に応じてそれぞれたてられたものであり、今から
見れば不完全な仮説ではあるがユニークな発想に
満ち、後に世紀の大発見をするリチャード・アク
セルとリンダ・バック両博士の研究ヒントにも大
いになり得たことであろう。 
  
２.４ においの最近の研究 
においに関する最近の研究については、２００
７年６月に NHK テレビで放映された「サイエンス 
ZERO」に詳しいので、以下、その内容に簡単に触
れておく。 
嗅覚の研究は最近になって急速に進展してきた。
におい物質を感知するにおい受容体の発見がブレ
ークスルーとなったのである。２００４年にノー
ベル医学生理学賞を受賞したリチャード・アクセ
ル博士とリンダ・バック博士[5]は、におい受容体
遺伝子を発見、これをきっかけに嗅覚神経系のメ
カニズムが解明されてきた。におい受容体遺伝子
とは、鼻の中にあるさまざまなにおいを感じるタ
ンパク質（これを受容体と呼ぶ）を発現させる遺
伝子のことをさし、両博士はこの遺伝子を数多く
発見したのである。１９９１年、この発表がなさ
れる以前まで、人間が身の回りにあるにおいを区
別するために何種類の受容体が必要なのか、推測
の域を出なかった。 
 現在では人の場合、約３５０種類程度、におい
受容体が存在することが明らかになっている。た
だ、それぞれの受容体は、限られた数のにおい分
子しか検知できない。 
 たとえば、人間が香水や上等のワインのにおい
を嗅ぐと、さまざまなタイプの分子が混ざったま
ま、鼻の奥にある受容体の周囲を流れる。ここで、
流れてきた特定の分子に反応する形の受容体だけ
が活性化する。脳は、どの受容体が活性化したか
という情報を受け取り、そのパターンをにおいと
して解釈する。どの受容体も、1 つだけではなく
複数のパターンに関わりうるため、「バラとスカン
クをそれぞれ認識する際に、同じ受容体が使われ
ている場合もあるかもしれない」とバック博士は
話す。 
 鼻のなかには嗅覚神経細胞がおよそ１０００万
個あるが、アクセル博士とバック博士は、この細
胞のそれぞれに、たった 1種類の受容体だけが対
応するという事実も明らかにした。これは、驚く
べき発見であり、またこれらの神経細胞の脳への
接続についても解明した。ノーベル賞選考委員会
では、両博士の発見にどのような医学的、科学的
な重要性があるかについてはまだ不明だとしなが
らも、心理学から料理といった幅広い分野に影響
をもたらす可能性があると述べている。においで
子ども時代を思い出すということはよくあるが、
その理由を心理学的に説明するのに役立つかもし
れないといわれている。 
また、東京大学の東原和成准教授は、におい受
容体がにおい物質にどう反応しているかの研究を
進めている。先の両博士の発見どおり、各々の嗅
神経細胞は１種類のにおい受容体として機能する。
におい物質とにおい受容体は鍵と鍵穴のような関
係であり、その結合情報が大脳の下にある嗅球へ
と伝達される。においの識別はこの嗅球で行われ
る。においによる刺激を受けると嗅球の神経細胞
の活発な活動が見られる。 
におい受容体は複数のにおい物質に反応する。
逆に、形さえ合えば複数の受容体がひとつのにお
い物質に反応する。におい受容体からの信号は嗅
球に直接伝えられ、嗅球の反応箇所がにおい物質
によって変化することがわかっている。このにお
い受容体の組み合わせで、異なったにおいとして
認識される。この仕組みによって、ほ乳類は数十
万種類のにおいを嗅ぎ分けている。 
さらに、「嗅覚ディスプレイ」［6］を東京工業大
学理工学研究科の中本高道准教授が開発している。
パソコンの画面上でカレーなどの料理を作るシミ
ュレーションの装置で、映像と共ににおいを生成
して鼻先のノズルに放出することができる。この
ディスプレイはにおいを映像や音声と同じように
再生する。あらかじめ３２種類のにおい物質をセ
ットし、混合比率を変えて出力する。 
そのほか嗅覚のメカニズムを応用したロボット
も開発されている。消し忘れたたばこのにおいを
感知し、警報を発するにおい探知ロボットである。
九州大学などでつくるプロジェクトで共同開発さ
れた。火災を検知するにおいセンサは、不完全燃
焼の兆候である水素とアンモニアのセンサ及び、
におい全般センサを搭載し、焦げ臭さをパターン
で認識している。危険物の探知にも応用可能であ
る。危険をにおいで感知することは生物が本能的
に持っている力である。 
東原和成准教授は、「においと記憶、感情は密接
につながっている。においは今後、記憶、学習、
情動など脳の研究に貢献するだろう。基礎学問レ
ベルから応用まで広く関わっている分野である」
と今後のにおい研究の展望を述べた。 
 コメンテーターである黒崎政男教授（東京女子
大学文理学部）は、「現代は視覚優位の時代である。
それに対して触覚や嗅覚は原始的で身体的な感覚
であるが、重要度が減ってきている。食べること
には嗅覚が根本的に効いており、生命体として活
き活きと生きることに嗅覚が如何に大切かという
ことが実感できる」と述べている。 
 
２.５ 癒されるかおり 
ストレス社会と呼ばれる現代において、「癒し」
という言葉、またそれに伴う効果を求める声はあ
ちらこちらで聞かれるようになってきた。癒しと
は本来「病気や傷をなおす。飢えや心の悩みなど
を解消する」といった意味である。現社会でこの
ストレスのない、落ち着いた状態を可能にするに
はそれなりの環境も大事である。そもそもストレ
スとは、種々の外部刺激が負担として働くとき心
身に生じる機能変化のことをいい、ストレスの原
因となる要素は、寒暑・騒音・化学物質など物理
化学的なもの、飢餓・感染・過労・睡眠不足など
物理的なもの、精神緊張・不安・恐怖・興奮など
社会的なものなど多様である。俗に、精神的緊張
とも呼ばれている。 
緊張を解き、楽しみを見つけて気分を変え、元
気を回復させる事がストレスとうまく付き合う方
法だが、その一つの方法としてアロマテラピーに
よる効用がもてはやされている。アロマテラピー
は、芳香植物から得られる天然のオイル「精油」
を利用し、かおりを楽しむと同時に入浴やマッサ
ージなどで有効な成分を体内に取り入れ、心と体
を癒し元気づける方法とされている。 
精油は、皮膚から吸収され数時間を経てから、
吐く息とともに出てくる。精油の成分は、吸入に
より肺から体内に吸収される。炎症防止作用や殺
菌作用、中枢神経に働きかける鎮静作用や興奮作
用、麻酔作用などを示す種類もあり、多くの研究
者により精油の薬理作用が確認されているようだ。 
今回かおりの実験は、幾つかの精油を用い言葉
や色との関連性も踏まえ、効果をはかるものであ
る。 
 
3 かおりと他の感覚 
３.１ かおりの言葉 
まず、かおりを表す名詞にもいろいろなものが
あるのでその使い分けについて述べる。次にかお
りを形容する言葉について記す。 
かおりを表す言葉としては、日本語では「におい」、
「かおり」などがある。 
・におい（匂い／臭い） 
物からにおい物質が発散されて、それを鼻で感じ
る刺激である。 
「かおり」は良いにおいに使われるのに対し、「に
おい」は良いにおいと悪臭の両方に使われる。不
快な場合の漢字表記は「臭い」とすることが多い。
鼻への刺激だけでなく、雰囲気やおもむきのこと
も言う。 
・かおり（香り／薫り） 
においのことであるが、特に、良いにおいについ
て用いられる。 
次にかおりの形容にはいろいろな言葉あるが、
かおりそのものを形容する形容詞は少ない。一方
で、バラのかおりなど、特定の物質を表す名詞で
形容されることが多い。つまり、抽象的な形容詞
による表現を使うよりは、具体的に分析し、表す
ことが多いと言える。このことは、嗅覚が物質を
分析し、検知する能力があるため、直接の物質に
よる説明表現が可能であることを示している。 
以下、かおりを形容する言葉の分類を列挙する。
付録に、それぞれの分類に当てはまる言葉をさら
に列挙しておく。なお、これらの言葉は著者らが
独自に列挙したものである。 
 
・一般的な形容詞 
 良い、悪い 
・嗅覚に特化されたあるいはにおいによく使われ
る形容詞 
  こうばしい（香ばしい／芳ばしい）、 
  腐った、焦げた、すっとする 
・味覚に対応する形容詞 
  甘い、酸っぱい 
・いろいろな感覚を表す形容詞 
  さわやかな、すっきりした 
・接尾語「くさい」がつく形容詞 
  焦げくさい、きなくさい、磯くさい、 
  カビくさい 
・特定の物質を表す名詞での形容 
  バラの、杉の、リンゴの、マツタケの、せっ
けんの 
この他にもさまざまなかおりにまつわる言葉が
存在する。 
 
３.２ かおりと味覚、料理、飲み物 
  味覚には五味があるとされている。 
 ・酸 すっぱい 
 ・苦 にがい 
 ・甘 あまい 
 ・辛 からい 
 ・鹹 塩からい 
 塩からい場合は、鹹いと表記され、ピリッと辛
い痛覚の刺激とは区別される。他には、渋味、旨
味がある。 
 料理や飲み物のにおいは、そのものから直接鼻
に入ってくるものと、口に含んで咀嚼したり、嚥
下したりするときに鼻に上昇してくるものがある。
鼻から入ってくるにおいだけでなく、食べたとき
にのどからくるにおいも楽しんでいる。 
 においがあるとないとでは全然現実感が違う。
味覚だけでは、食べ物や飲み物を認識できないこ
とがある。においがなければ、味がわからないし、
おいしくないと感じる。においのないアルコール
は決しておいしくないが、原料や樽のにおいなど
を含んだお酒は非常においしいと感じることがで
きる嗜好品である。また、料理には香辛料がよく
使われるが、さまざまな組み合わせで豊かな味に
仕上げる重要な役割を担っている。つまり、味の
感覚は、においによって大きく左右されるのであ
る。においは脳に直接メッセージとして伝わる。 
 料理や食べ物のおいしさがかおりに左右される
ことは疑いのないところだが、かおりと共に家族
と食べた楽しい記憶や思い出も引き出されてくる
こともあるだろう。 
 一方で、甘いにおいがしても、その物質そのも
のが甘いとは限らない。例えば、ヴァニラは甘い
においの代表だが、バニラエッセンスをなめてみ
ると非常に苦い。 
 においは文化、とくに食文化に関係して、主観
的評価が非常に分かれるところでもある。納豆、
なれずし、くさやなどを常食する人は、何でもな
いか良いにおいでも、慣れない人には悪臭となる。 
 飲んでおいしいお酢を開発しているミツカンで
は、「おいしい」という感覚を官能検査や成分分析
で解明する研究をしている。味の共通表現となる
「味言葉」、かおりに関して「香り言葉」を作り、
主観的なセンサである味覚や嗅覚による評価を行
っている。 
 ワインはかおりを楽しむ飲み物である。ワイン
のかおりを表現するときに使われる「アロマ」と
「ブーケ」とはどんな意味か、サントリーのサイ
ト[7]には表 1 のように記されている。 
表 1 ワインのアロマについて サントリーのサ
イトより[7] 
【第一アロマ】原料の葡萄に由来する香りのこと
です。果実香、花、スパイス、ミネラルなどがあ
ります。 
【第ニアロマ】発酵段階で生まれる香りのことで
す。花、キャンディーなど華やかさを与えます。 
【第三アロマ（＝ブーケ）】樽内・瓶内の熟成中に
生まれる香りです。ヴァニラ、ロースト、スパイ
スなどの樽香と、第一アロマの変化により出てく
る複雑な香りがこれにあたります。 
【フレーバー】口に含んだ後に感じる香りをさし
ます。 
ワインの豊かな風味は、これらアロマ、ブーケ
やフレーバーなどのかおりと共に育てられている。
ワインを始め、ウィスキー、ブランデー、日本酒、
焼酎、などの酒類、紅茶、日本茶、中国茶などの
飲み物はかおりと共に味わってこそ意味がある。 
このようにさまざまな食べ物や飲み物は、かお
りと共においしく感じるものであり、なくてはな
らないものである。 
 
３.３ かおりと色 
味覚にとってかおりはなくてはならないもので
あるが、他の感覚にも影響を及ぼすことが考えら
れる。例えば視覚とかおりの関係である。視覚の
中でも色彩は、心理的影響が現れやすい。そこで、
かおりと色の関係について、色がにおいの感じ方
に及ぼす影響、そして、においを表す色について
本節で考察する。 
色彩とかおりの調和による影響は相互に現れる。
三浦ら[8]は、「色彩と香は調和条件下では各々の
特徴が相乗的に高められるのに対し、不調和条件
下では互いの特徴が相殺されるという傾向」があ
るとしている。 
においの感覚に調和する色とは、どんなもので
あろうか。ひとつは、ある物質の色に近い色彩と
同じ物質のかおりが調和している状態である。レ
モンのにおいと色が一致していれば調和している
と言える。かおりに調和した色彩を見ながらかお
りを嗅ぐと、かおりと色彩の好ましい特徴が高め
られるとすれば、それに配慮した環境を整えるこ
とが大切であるといえる。 
においを表す色は、そのにおいを発する物質の
色であるとも言える。また、特定の物質以外に、
においを表す色や調和する色を感覚的に決めてい
くことも可能である。そして、物質でないものの
色を想像することもできるだろう。例えば、「朝の
におい」を色で表すとどんな色になるかを描いて
みるのである。抽象的な感覚を表すには、単色で
はなくグラデーションや縞模様になることもある
だろう。 
 
４. においの実験 
４.１ 癒されるかおりの予備実験 
癒しを与えるかおりがテーマであるので以下の
ような予備実験を行なった。 
・準備 
 無臭室があればよいが現状困難なため、出来る
だけそれに近い部屋となる大部屋を用意し、また
かおりが充満せぬよう空調利用をした。目的が癒
し効果であるため、寛げる部屋、寛げるバックグ
ランド音楽、あるいは寛ぐためのお茶（ティー）
といった飲料類を口にしておくことは付加的な条
件となる。 
・予備実験 
この実験では物質香（具体的なオブジェクトの
かおり）といったリアリティを求めることが目的
でないため、背景香（オブジェクトそのものを表
現しない）を選択し、かおりそれらが持つ特徴を
心理的あるいは感覚的な表現で提示したアンケー
ト用紙で回答を求めた。その背景香としては、植
物を主原料とした精油のかおりを用いた。これは
アロマセラピー（芳香療法）といって、それら精
油のかおりで心身の緊張をほぐす効果があるとい
われているものである。また、実際にニールズヤ
ード式アロマセラピー[9]による精油レシピに基
づき、比較対照しやすいよう下記３種類を選択し
た。 
レシピ１：不眠解消レシピ（カモミールローマ
ン１滴、ラベンダー２滴） 
レシピ２：リラックスするレシピ（ラベンダー
２滴、ローズ１滴） 
レシピ３：元気を取り戻すレシピ（ベルガモッ
ト２滴、ネロリ１滴） 
実験装置はガラス容器（図 1、Durance 社製ディ
フューザー）に精油を入れ、被験者にはそこから
揮発するかおりを一定時間嗅いでもらった。また、
被験者らには一つのかおりを嗅いだ後５分間以上
は部屋から退出してもらい、残り香の感じられぬ
状況とした。 
アンケートについては、それぞれのかおりを嗅い
だ直後、もしくはこの５分間の休憩中に記入する
こととした。図 2、3、4にてその実験の様子を表
す。 
 
図 1 Durance 社製 ディフューザー 
 
図 2 かおりを嗅ぐ様子 
 
 
 
 
図 3 アンケートに答える様子 
 
図 4 5 分間の休憩の様子 
 
４.２ SD法による効果の測定 
人間の持つ感性やイメージを取り入れる方法と
して感性工学によるアプローチ が考えられる。
「〜のようなかおり」を作りたいという思いを形
にするのである。感性の測定には SD 法（Semantic 
Differential）[10]がよく用いられる。 抽象的で
漠然としたイメージや感性を測るための一方法で
ある。 
以下、かおりに対応する意味を抽出する抽出方法
として、SD 法によりイメージや感性を抽出し、か
おりの効果を測定する方法について検討する。期
待されるイメージや感性がその抽出結果に現れて
いれば、かおりの効果、つまり、何らかの癒し効
果があったというように評価できる。逆に期待さ
れるイメージが抽出できなければ、効果がなかっ
たということになる。 
 
４.３ 予備実験の結果 
予備実験では、下記の５段階の評定を、単一の
形容詞に対して被験者にアンケート形式で回答さ
せた。 
評定値５：非常にそう思う 
評定値４：どちらかというとそう思う 
評定値３：どちらでもない 
評定値２：どちらかというとそう思わない 
評定値１：まったくそう思わない 
不眠を解消するかおりは、「すっきりする」と答
えた人が多く、あとは３の評定が多かった。癒さ
れるかおりは、２ないし３の評定で、全体に低い
値であった。元気を取り戻すかおりは、「さわやか」
と答えた人が多く、全体には３以上の評定が多か
った。全体的に個人差が大きく、被験者数も少な
いため、このデータからはっきりとした傾向を把
握することはできなかった。 
以下に、被験者の評定値の平均値をグラフにし
たものを示す。 
 
図 5 レシピ１による評定値 
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図 6 レシピ２による評定値 
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図 7 レシピ３による評定値 
 
４.４ 本実験に向けて 
今回行った SD 法のアンケート内容については、
さらなる検討が必要である。予備実験では、単一
の形容詞に対して被験者に回答させたが、例えば、
「明るい−暗い」など対になる形容詞について、５
段階で評価する方法もある。 
また、今回は少数のデータであったが、多数の
被験者による性別や年代別の実験データも必要で
はないかと考える。個人の実験データを蓄積し、
かおりの合成にフィードバックするなどのしくみ
も考えられる。被験者の負担が増えぬよう、かお
りと感性的なイメージを結ぶキーワードを絞り込
む手法を検討することも重要なポイントとなりそ
うだ。 
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さらに、本実験を実施する際の事前準備として
は、無臭に近い空間において、寛ぐための要素を
再検討することも考慮すべき点である。 
 
５. かおりの情報通信 
５.1 実用的なかおり情報通信の問題点 
今後実用的なかおり情報通信を行なうために用
いるかおり選択手法について述べると、“におい・
香りの情報通信”[1]のなかでも触れられていると
おり、次の課題点が上げられる。以下引用する。
『嗅覚情報には全ての匂いを表現できる単一の尺
度となる「原臭」が存在しない。そのため香り通
信では次の二つの問題点が生じる。第 1に、用意
しなければならない香りの種類が極めて多いこと
である。さまざまな香りを合成するために、すべ
ての香気成分を用意しておくことは現実的に不可
能である。（一部省略）第 2に、情報空間で嗅覚情
報を一意に定義することが困難であるため、送信
側のコンテンツに込めた意図が伝わりにくいこと
である。これは嗅覚情報は個人的な嗜好・感覚に
左右されやすいことも要因となっている。嗅覚器
官の能力は人によって大きく異なるため、ある人
が好ましいと思った香りを他の人が嫌ったり、あ
る人が似ていると思った香りを他の人が全く違う
香りと認識する可能性がある。』 
図 8 アロマジュールの使用構成このように、
「原臭」が存在していないため受信側で香りを多
数用意しなければいけないことや、かおりに対す
る個人差が大きい事も考慮に入れると、かなり制
約された範囲でしか実用は困難である。視覚情報
が色の三原色で全ての色を表現できるのに対し、
目覚しい発展をしつつあるといっても、先に示さ
れるとおり嗅覚情報には全てのにおいを表現でき
る単一尺度が未だない。 
情報通信による癒し効果をより一般的に行なう
には、所持しているかおりに限定されず通信を行
なうことができ、送信側で意図したかおりが受信
側にできるだけ正確に伝わる（表現できる）必要
がある。現時点では「アロマジュール」というか
おり発生器が市販されており、送信側で予め用意
したかおりについては送信可能である。今回予備
実験を行う際、さまざまな条件選択のうえでアロ
マジュールを使用検討する経緯もあったため、図
8から10において装置の仕組みも含め触れておく。 
図 9 PC と USB 接続させたアロマジュール（ミラ
プロ社製 かおり発生器） 
 
図 10 アロマジュールの内部、アロマを入れるボ
トル 
５.２ 今後のかおり通信・癒し通信へ 
すでにかおりを用いた通信は各企業をはじめと
しさまざまな取り組みがなされている。料理学校
である辻学園グループのひとつ辻ウェルネスでは
Web 研究所を併設し、２００３年には香料会社や
通信会社と協力し「香り Web」の配信実験を行っ
ている。配信する香料の検討－料理から立ち上る
食欲をそそるかおりの再現に向け、日本の光ファ
イバー環境に合うプログラム開発をし、現在では
銀行やデパートなどの実店舗でも香り Web 体験も
できるようだ。
ＮＴＴコミュ
ニケーション
ズでも、２０
０６年春公開
のハリウッド
映画にある仕
掛けを行った。
上映される映
画館にかおり
アロマジュール専用ソフトで、香りのブレンド比率、
時間などを制御 
香りの放出 
容器内部中央にはブレンド室、その周り
には種のボトルがありアロマをブレンド 
USB 接続 
アロマジュール本体 
パソコン 
図 8 アロマジュールの使用構成 
発生器を設置し、シーンに応じたかおりを演出し
たのである。また、教育・訓練の場面でも、嗅覚
や味覚を鍛え人間的なコミュニケーション能力開
発や危険を察知する判断力の一つを養うために、
かおり通信は注目され続けている。 
さらに、生活・家庭・エンターティメントの分
野においては、嗅覚・味覚・触覚など複数の感覚
が伝達可能になれば、テレビやインターネット等
のショッピングで商品を買い手が事前確認できる
とも考えられている。 
癒しのかおりについては、“目覚めのかおり”や
“気分を明るくしたいかおり”、“徹夜してあと１
０時間頑張れるかおり」などといった好みに応じ
たかおりがダウンロードでき、さまざまな家電製
品と連動し個人の気分・感情と連動し快適な時間
を生み出すという発展へ期待が寄せられる。 
 
 
６. さいごに 
本研究では大きな意味での癒しについて考えな
がら、特にかおりまたはにおいの持つ癒し効果に
ついて、幾つかの角度から考察を行った。コンピ
ュータの世界では進んでいる言葉や色との関連や、
嗅覚に関係する味覚や味との関連についても議論
してみた。これからコンピュータやネットワーク
を利用した、かおりを中心とした癒し効果を考え
てみる意味での基礎的な考察に資すれば思ってい
る。 
また、予備
実験ともい
える癒しの
かおりに対
する実験を
行い SD 法で
解析を試み
た。言葉とか
おりとの比
較は興味あ
るアプロー
チと思われ
るので、この方向での研究を進めたい。 
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